












高は女子校だったわけですが、そこが起源となって学園が発展してきたわけです。その歴史を遡りながら本学の教育理念と宗教教育について考えてみようと思います。ただ、そうしますと、ほとんどが附属中・高の歴史を辿ることになってしまいます。ですから、後半、短大の教育についても触れたいとは思いますが、多くは、中・高の教育理念と宗教教育、 そして、 その歴史にスポットを当てるということになると思いますので、 ご了承いただければと思います。
まず、本学の建学の精神と教育理念についてですが、それを語るには、初代校長である中根環堂先生の掲げた建学の
精神と教育理念について言及しなければならないと思います。もともと本学園は、宗侶養成を目的とした学校が時代の流れと共に発展し在家教育も行うようになったという学校ではなく、純粋に在家の女子教育のために設立された学校です。私は、 この点について注目したいと思っております。曹洞宗 は宗門関係学校と呼ばれる学校 全国にありますが、宗侶養成を起源 しない学校が設立された は曹洞宗内では、本学園が初めてであったのではないかと思います。
















ルであったわけですが、 戦後、 どうしてお髭 そられたのですかと卒業 が聞きましたところ、 時代 変わったから私も変わったと答えられたということで
中根環堂先生は、駒澤大学の倫理学の先生でした。本学 校長職は、その職と兼任で 学園創立に








































はいえないかもしれませんが、報恩日といって生徒会が募金を呼びかける日が設けら のようなことからも報恩行 という教育理念に沿った教育が実践されていた ことがいえるのではないかと思います。
次ですが、昭和二十六年に、財団法人総持学園から学校法人総持学園 なります。これがちょうど昭和二十六年の和光館落成の時の写真です。 昭和十八年の校舎焼失後、 校舎の建築も進んでいきます。そして、いよいよ、 八 、創立三十周年記念事業として、鶴見女子短期大学設立認可を得て、国文学科が
設立されます。そして、昭和三十一年に鶴見女子短期大学幼稚園教員養成所 、三松幼稚園が設置されます。
その時に中根環堂先生 本学の特色という文章を書いておられます。そこには、 「本学園は男女共学を理想とは
しまするが…」とあります。当時、総持学園は、女子校 有名だったわけですが、それは当時の時代の状況に合わせてそうしているのだということです。本 男 共学を理想とするので、将来的には ちらに向かっていくということを示されたと解釈できます。
続きまして、昭和三十四年ですが、創立三十五周年記念講演として、ノーベル賞を受賞された湯川秀樹先生をお迎
えしています。講演の題名は「科学文明の行方」です。当日、中根先生は、非常に体調が悪かったようで 午前中湯川先生をお迎えする前に「温故知新」 書をお書きになら て、その後 湯川先生が来られた い ことで、お出迎えに出られたようです。その き 写真がこちら
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湯川先生の講演の前に、壇上で湯川先生の業績や、講演依頼のときの状況などを紹介され、その後、御自分の席に




そちらまで伺って、 就任していただけるように懇願したようです。 最初はなかなか引き受けると言ってくださらなかったそうです。何度もお願いして、是非、中根環堂先生の遺言にも、そのよう ありますので、ぜひぜひ次の学園長にご就任くださいとお願いをしたようです。なかなか受けて下さらない で、派遣された教員が、状況を学園に連絡ると、受けても えるまで帰ってくるなと われたとい ことです。とにかく何度もお願いをして やっと二代目の学園長になっていただいたそうです。
二代目である三澤智雄学園長のご尽力で、鶴見女子大学が設立されます。資金約六千万円のうち、五千万円を中・


















初代校長中根環堂先生の教育方針は、 鶴見女子 教育理念とその根本方針」 「本校特色 真教育」という題名で「鶴
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の林」のバックナンバーに残っています。それを、抜き刷りしたものがこの会場の後ろに展示してあります。ぜひご覧ください。
次は、宗教教育の確立についてです。教育のキーワードとしては、・教育の根本は人物を作ることである。・隋所に主となる。・行の教育、一日 さざれば一日食らはず。・仕事の聖行化。などが、挙げられます。さらに、 育理念についての詳細については、 『鶴の林』の中に様々な形で文章が残って
います。本自体は、かなり傷んできていますので、このような資料はこれからしっかりと保存していかなければならないのではないかと思います。現在 も、附属中・高の図書館に行けば、 『鶴の林』のバックナンバーは閲覧することができます。
次は、私立学校 らではの独自の呼称と文化 ついてです。附属中・高では、私立学校ならでは 特色 あ 名前が校舎、クラス名につけられています。たとえば、校舎は、
今は新しい校舎が立てられましたので この呼び方 呼ばれてはいませんが、かつては 光照館・浄光館・精進館・慈眼館・発心館・道光館などと呼ばれていました。クラス名は、英・孝・仁・敬・貞・正・恭・愛 礼・和 信・恩明・徳・円・修・順・律という名前が用いられています。クラスの委員も、学級委員長や副委員長のことを、以前は、級監・副級監と呼んでいました。
生徒会は、 戦前は蕙風会という名前で呼んでいたようです。 今はそのまま生徒会 いう名前 なっ います。 蕙風会は、
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民主的に生徒の意見を色々と出しながら運営されていたようです。 そして、 ＰＴＡは、 双輪会という名前で呼んでいます。































は、世界を宗教という視点で概観します。宗教は、人間が生活していく上での価値基盤を指し示すものですが、学生にはそういう観点は希薄です。例えば、子どもを 育していく場合も宗教的な考え方が となるのが世界のスタンダードであると言えるのではないかと思うのですが、学生はそういう視点で宗教について考えることはありません。したがって、宗教を視点 据えると、世界はどう見えるのかということを宗教学のテーマにしています。その中から相対的に日本人の 観というものを探っていきます。それが、日本人の子育て観を考える上での重要な基盤になるという考え方をしています。
これは授業で見せているグラフですが、キリスト教徒とイスラム教徒を合わせると世界の人口の
52％程度になりま












仏教保育のテーマは「いのち」です。これは、 保育の五領域と呼ばれているものです。 「健康」 「環境」 「人間関係」
「表現」 「言葉」です。これをもう少し詳しく掘り下げてみると、 「健康」は身体的にも精神的にも健やかであることが大切であるということになります。 「環境」では、周囲の環境に関心をもって、しっかりとコミュニケーションをとれることが大切。 「人間関係」では思いやりを大切にして、他人と上手にかかわることが大切。 「表現」では、考えていることや感じたこと 素直に表に出して、感性や想像力を高め ことが大切。 「言葉」は、自ら 言葉で相手に気持ちを伝え、自分も相手の話を受け入れるということが 。ということになります。
仏教保育では、その根本に仏教保育を位置づけて、ここから、保育の五領域を考えていきます。そういう理念の下







我々は、 資本主義社会の中に生きています。 こ 世界はある意味で損得勘定の世界であると言えるかもしれません。














に合わせて、世の中のためになるよ に学園の形も変わっていかなけ ばならないという意味のことを述べられています。その意味では、建学の精神を現在の 置き換え 具体的に発信し いくと うこ は重要なことである思い れについては、木村学長先生の先ほどのお話に繋 ること あると思 ます。
次に、建学の精神の日常化ですが、日常の 園生活の中で、教職員や学生、生徒、園児が意識的、無意識的にかか
















これは、 今後、 求められている人材と、 その人材が置かれるべき環境について言及しているのだと考えることができます。人間が生きていく上でのモチベーション、すなわち、動機ですが、最初の段階は、モチベーション
1.0と言われる段
階、生存を目的とす モチベーションの段階です。モチベーション
2.0は、アメとムチ、すなわち、信賞必罰に基づく、
与えられた動機づけ よ
3.0は、自分の内面から湧き出る「やる気」に
基づくモチベーションの段階です。そして、こ モチベーション
3.0というモチベーションが今後最も重要になるモチ
ベーションのあり方だということ さまざまなイノベーションは のモチベーション
3.0を生じさせる環境から
生まれてくるということです。
我々もそういう人材を生み出す環境を整備していくことが創立百周年に向けて 目標になっていくのではないかと
思います。
次ですが、本学は、周年記念事業によって学園を発展させていったという歴史がございます。創立三十周年記念事
業として、鶴見女子短期大学を設立し、創立四十周年記念として、鶴見女子大学を設立し、そして、創立五十周年記
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念として、こちらは、中・高だけのことになりますが、体育館を建築し、そして、六十周年記念として、講堂を建築してきま た。
来年、創立九十周年になりますが、学園創立百周年に向けて、 「不易流行の精神」 、すなわち変えるべき所は変え、
変えてはいけない部分は変えずに、中根先生・三澤先生両先生の目指した物心両面の充実した社会の実現を目指しまことの智慧と慈悲を兼ね備えた人間を世の中に送り出していかなければならないのではないかと思います。
そうはいっても 現実はなかなか厳しく、うまくいかないことが多いわけですが、それでも、そういう努力を日々
続けていくことが、我々の役割なのではないかと思っております。
以上で私からの発表を終わらせていただきます。ありがとうございました。【付記】本稿は、口頭の発表をもとにして作成したものである。ただし、口頭の発表内容だけでは把握しづらい部分につい
ては、発言の意図が明確になるように加筆を行っている。

